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回線速度の測定には、シンプル版と高機能版の２種類があります。

・シンプル版は測定開始ボタンをクリックするだけで極めて簡単に下りの回線速度を測定できます。
　上りの回線速度は測定できませんが、一般的には下りの測定ができれば十分です。
・高機能版は利用環境の情報（回線種類、プロバイダ、都道府県など）を指定することにより
　利用環境に即した測定が行われます。また、下りだけでなく上りの測定も行われます。
注１）下りとは、インターネットから情報を受信する速度であり、快適な表示のためには下りの速度が
　　　速いことが望ましく、速ければ速いほど快適な表示ができるので使い勝手が良くなります。
　　　上りとは、画面の情報をインターネットに送信する速度で、一般的には大量に情報を送信する
　　　ことは少ないので、それほど速い必要はありません。メールで写真などの大きな画像ファイル等を
　　　送る場合に速ければこしたことはない程度と思います。
注２）回線速度は、道路網と同じで利用者が多いと混雑し実効速度は悪化します。朝、昼、夜間などで
　　　違いがありますし、曜日でも違いますし、サーバとの距離など様々な要因によって変化しています。
注３）実効速度とは、例えば100Mbpsの光回線であっても実際には、100Mbps以下の速度しかでません。
　　　良い環境で測定結果が50Mbps前後ならば極めて良好といわれています。
注４）回線速度の向上のポイントも記載されていますので参考にして下さい。
　　　

◆速度.jpによるシンプル版速度測定

　極めて簡単に下りの速度が測定できます。

シンプル版速度
測定をクリック
すると右の画面
が表示されるの
で測定開始ボタ
ンをクリックし
て下さい。 測定開始がク

リックされると
測定が始り数秒
で次の画面に測
定結果が表示さ
れます。



下り受信速
度の測定結
果が表示さ
れます。

この場合、
100Mbpsの光回線
に加入しています
が実効速度は
56Mbpsでした。
実効速度が56％も
出ているのは極め
て良好です。

下りというのは情報を受信する時の速度です。
上りというのは情報を送信する時の速度です。
快適な表示のためには下りの速度が重要です。



◆速度.jpによる高機能版速度測定

　利用環境の情報を指定することにより、実際の利用環境に即した測定が行われ、下りの速度に加えて
　上りの速度も測定されます。

高機能版をクリッ
クし、右画面から
利用環境を選択指
示し、測定開始ボ
タンをクリックし
て下さい。

測定開始ボタンが
クリックされて数
秒すると測定結果
が表示されます。



他にも回線速度の測定ツールはありますが、上記ツールで回線速度を測定してみて下さい。

下りと上りの測
定結果が表示さ
れました。契約
回線は100Mbps
ですが、下りは
60Mbps、上りは
22Mbpsです。極
めて良好な実効
速度が得られて
います。


